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演
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を
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催
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こ
と
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告
示
の
一
部
改
正�

五

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
六
号

　

肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
肥
料
の
登
録
を
し
た
。

　
　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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令
和
五
年

五
月
八
日

第
六
一
九
号

菌
体
肥
料

Ｒ
１
号

一
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
日
高
見
牧

場

宮
城
県
登
米
市
登
米
町
寺
池

銀
山
一
〇
八
番
一

令
和
八
年

五
月
七
日

令
和
五
年

五
月
八
日

第
六
二
〇
号

菌
体
肥
料

伊
藤
ハ
ム
デ
イ
リ�

ー
１
号

一
・
一

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
日
高
見
牧

場

宮
城
県
登
米
市
登
米
町
寺
池

銀
山
一
〇
八
番
一

令
和
八
年

五
月
七
日

令
和
五
年

五
月
八
日

第
六
二
一
号

菌
体
肥
料

オ
サ
ベ
フ
ー
ズ
登

米
工
場
１
号

一
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
日
高
見
牧

場

宮
城
県
登
米
市
登
米
町
寺
池

銀
山
一
〇
八
番
一

令
和
八
年

五
月
七
日

令
和
五
年

六
月
二
日

第
六
二
二
号

菌
体
肥
料

石
川
食
品
１
号

一
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
日
高
見
牧

場

宮
城
県
登
米
市
登
米
町
寺
池

銀
山
一
〇
八
番
一

令
和
八
年

六
月
一
日

令
和
五
年

六
月
二
日

第
六
二
三
号

菌
体
肥
料

オ
サ
ベ
フ
ー
ズ
１

号

一
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
日
高
見
牧

場

宮
城
県
登
米
市
登
米
町
寺
池

銀
山
一
〇
八
番
一

令
和
八
年

六
月
一
日

令
和
五
年

六
月
二
日

第
六
二
四
号

菌
体
肥
料

シ
マ
ダ
ヤ
東
北
１

号

一
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
日
高
見
牧

場

宮
城
県
登
米
市
登
米
町
寺
池

銀
山
一
〇
八
番
一

令
和
八
年

六
月
一
日

令
和
五
年

九
月
四
日

第
六
二
五
号

菌
体
肥
料

や
く
ら
い
フ
ー
ズ

１
号

一
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
日
高
見
牧

場

宮
城
県
登
米
市
登
米
町
寺
池

銀
山
一
〇
八
番
一

令
和
八
年

九
月
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
七
号

　

肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
肥
料
の
登
録
有
効
期
間
の
更
新
を
し
た
。

　
　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

更
新
年
月
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

生
産
業
者
の
住
所

有
効
期
限

窒
素
全
量

り
ん
酸
全
量

加
里
全
量

ア
ル
カ
リ
分

令
和
五
年

三
月
七
日

第
六
〇
一
号

副
産
石
灰
肥
料

カ
キ
ガ
ラ
副
産
石

灰

四
六
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

誠
信
産
業
株
式
会
社

岐
阜
県
羽
島
市
足
近
町
南
宿

一
五
六
番
地
一

令
和
十
一
年

四
月
二
十
四
日

令
和
五
年

四
月
二
十
一
日

第
六
〇
二
号

副
産
石
灰
肥
料

か
き
が
ら
副
産
石

灰

四
六
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

誠
信
産
業
株
式
会
社

岐
阜
県
羽
島
市
足
近
町
南
宿

一
五
六
番
地
一

令
和
十
一
年

五
月
二
十
三
日

令
和
五
年

五
月
一
日

第
六
一
四
号

副
産
動
植
物
質
肥

料

ミ
ズ
ホ
液
肥
５
号

六
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
ミ
ズ
ホ

愛
知
県
名
古
屋
市
昭
和
区
山

花
町
六
四
番
地
の
一

令
和
八
年

五
月
十
二
日

令
和
五
年

七
月
十
一
日

第
四
六
五
号

魚
か
す
粉
末

イ
ナ
ホ
９
魚
粕
粉

末

九
・
〇

四
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
値
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
稲
井

宮
城
県
塩
竈
市
港
町
二
丁
目

四
番
一
五
号

令
和
十
一
年

七
月
二
十
九
日
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〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土

木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

栗
駒
岩
出
山
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

令
和
五
年

七
月
十
一
日

第
四
六
六
号

魚
か
す
粉
末

イ
ナ
ホ
１
０
魚
粕

粉
末

一
〇
・
〇

三
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
値
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
稲
井

宮
城
県
塩
竈
市
港
町
二
丁
目

四
番
一
五
号

令
和
十
一
年

七
月
二
十
九
日

令
和
五
年

七
月
二
十
四
日

第
六
〇
三
号

副
産
石
灰
肥
料

カ
キ
殻
石
灰

四
〇
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
株

式
会
社

宮
城
県
登
米
市
登
米
町
寺
池

銀
山
六
〇
番
地
一

令
和
十
一
年

八
月
八
日

令
和
五
年

七
月
三
十
一
日

第
四
九
七
号

米
ぬ
か
油
か
す
及

び
そ
の
粉
末

王
将
印
脱
脂
糠

二
・
五

六
・
五

二
・
五

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
値
は
公
定
規
格
の
と
お
り

三
和
油
脂
株
式
会
社

山
形
県
天
童
市
一
日
町
四
丁

目
一
番
二
号

令
和
十
一
年

八
月
十
七
日

令
和
五
年

九
月
六
日

第
六
〇
五
号

副
産
石
灰
肥
料

カ
キ
ガ
ラ
副
産
石

灰

四
六
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

東
方
工
業
株
式
会
社

佐
賀
県
佐
賀
市
高
木
瀬
東
二

丁
目
一
三
番
一
〇
号

令
和
十
一
年

十
月
十
七
日

令
和
五
年

九
月
十
二
日

第
六
〇
四
号

副
産
石
灰
肥
料

か
き
が
ら
副
産
石

灰

四
六
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

東
方
工
業
株
式
会
社

佐
賀
県
佐
賀
市
高
木
瀬
東
二

丁
目
一
三
番
一
〇
号

令
和
十
一
年

十
月
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
十
八
号

　

肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
殊
肥
料
の
検
査
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

令
和
五
年
八
月
分

特　

殊　

肥　

料

の　

指　

定　

名

生
産
業
者
、
輸
入
業
者
若
し

く
は
販
売
業
者
又
は
表
示
者

届　

出　

名

（
及
び
商
品
名
）

検　
　
　

査　
　
　

の　
　
　

概　
　
　

要

備　
　

考

窒
素
全
量

（
％
）

り
ん
酸
全
量

（
％
）

加
里
全
量

（
％
）

銅
全
量

（
㎎
／
㎏
）

亜
鉛
全
量

（
㎎
／
㎏
）

石
灰
全
量

（
％
）

炭
素
窒
素
比

水
分
含
有
量

（
％
）

そ
の
他

の
検
査

堆
肥

齋
藤
鈴
男

沼
部
エ
コ
堆
肥

一
・
六
四

二
・
八
九

二
・
二
五

三
五

九
四

一
八
・
〇

一
五
・
五

立
入
年
月
日

令
和
五
年

八
月
三
日

堆
肥

有
限
会
社
ピ
ッ
グ
夢
フ
ァ
ー

ム

ピ
ッ
グ
夢
フ
ァ
ー
ム
堆
肥
１

号

二
・
九
三

四
・
七
三

一
・
一
三

二
六
八

六
一
九

八
・
一

三
三
・
七

立
入
年
月
日

令
和
五
年

八
月
八
日

備
考　

分
析
値
は
、
全
て
現
物
あ
た
り
の
数
値
で
あ
る
。
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栗
原
市
一
迫
真
坂
字
清
水
花
栗
三
一
番
一
〇
五
地

先
か
ら

同
市
一
迫
真
坂
字
清
水
花
栗
三
一
番
九
〇
地
先
ま

で

前

　

八
・
一
～

�

一
〇
・
一

�

四
四
・
八

後

　

九
・
八
～

�

一
五
・
三

�

四
四
・
八

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
二
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
穴
山
土
地
改
良
区
役

員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

石　
　

川　
　

佳　
　

洋　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
五
年
九
月
六
日

及　

川　

祐　

宏

登
米
市
迫
町
新
田
字
東
坂
戸
二
十
四
番
地

理　

事

令
和
五
年
九
月
六
日

安　

部　

昭　

男

栗
原
市
若
柳
字
下
畑
岡
峯
百
四
十
四
番
地

理　

事

令
和
五
年
九
月
六
日

菅　

𠩤　

輝　

雄

登
米
市
迫
町
新
田
字
松
原
八
十
七
番
地

理　

事

令
和
五
年
九
月
六
日

千　

葉　

春　

男

栗
原
市
若
柳
字
川
南
東
谷
地
七
十
二
番
地

理　

事

令
和
五
年
九
月
六
日

及　

川　

福　

惠

登
米
市
迫
町
新
田
字
彦
道
百
六
十
一
番
地

一

理　

事

令
和
五
年
九
月
六
日

星　
　
　

雄　

一

登
米
市
迫
町
新
田
字
西
坂
戸
百
七
十
四
番

地

理　

事

令
和
五
年
九
月
六
日

髙　

橋　

義　

智

栗
原
市
若
柳
字
上
畑
岡
𥒎
百
十
九
番
地

監　

事

令
和
五
年
九
月
六
日

伊　

藤　

昭　

博

登
米
市
迫
町
新
田
字
西
坂
戸
百
四
十
二
番

地

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
五
年
九
月
五
日

及　

川　

祐　

宏

登
米
市
迫
町
新
田
字
東
坂
戸
二
十
四
番
地

理　

事

令
和
五
年
九
月
五
日

安　

部　

昭　

男

栗
原
市
若
柳
字
下
畑
岡
峯
百
四
十
四
番
地

理　

事

令
和
五
年
九
月
五
日

菅　

𠩤　

輝　

雄

登
米
市
迫
町
新
田
字
松
原
八
十
七
番
地

理　

事

令
和
五
年
九
月
五
日

千　

葉　

春　

男

栗
原
市
若
柳
字
川
南
東
谷
地
七
十
二
番
地

理　

事

令
和
五
年
九
月
五
日

及　

川　

福　

惠

登
米
市
迫
町
新
田
字
彦
道
百
六
十
一
番
地

一

理　

事

令
和
五
年
九
月
五
日

星　
　
　

雄　

一

登
米
市
迫
町
新
田
字
西
坂
戸
百
七
十
四
番

地

理　

事

令
和
五
年
九
月
五
日

髙　

橋　

義　

智

栗
原
市
若
柳
字
上
畑
岡
𥒎
百
十
九
番
地

監　

事

令
和
五
年
九
月
五
日

　

𠩤　

精　

一

登
米
市
迫
町
新
田
字
松
原
三
十
七
番
地

監　

事

公

告

〇
宮
城
県
の
任
用
、
給
与
、
勤
務
条
件
等
の
人
事
行
政
運
営
の
全
般
を
明
ら
か
に
し
、
人
事
行
政
に
お
け
る
公
正
性
及

び
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
二

十
号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
宮
城
県
の
令
和
四
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政
の
運
営
の
状
況
及
び
人
事
委
員
会
の

業
務
の
状
況
に
つ
い
て
別
冊
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
愛
島
笠
島
字
北
東
宮
下
八
十
五
番
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

名
取
市
愛
島
笠
島
字
北
東
宮
下
八
十
四
番
地

�

加
藤　

雄
貴　
　
　
　
　
　
　
　

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工
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区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

東
松
島
市
大
曲
字
権
右
エ
門
下
九
十
八
番
三

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

東
松
島
市
大
曲
字
堺
堀
百
五
十
三
番
地
七　

メ
ゾ
ン
Ｈ

Ａ
Ｌ－

Ｂ
二
〇
二

�

三
浦　

潤
也　
　
　
　
　
　
　
　

　

東
松
島
市
大
曲
字
堺
堀
百
五
十
三
番
地
七　

メ
ゾ
ン
Ｈ

Ａ
Ｌ－

Ｂ
二
〇
二

�

三
浦　

由
貴
子　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
九
十
四
号

　

平
成
七
年
宮
選
管
告
示
第
八
号
（
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

　

浦
宿
一
区
集
会
所
の
項
中
、「
同　

郡
同　

町
浦
宿
浜
字
浦
宿
二
一
番
地
二
」
を
「
同　

郡
同　

町
浦
宿
浜
字
浦
宿

八
一
番
地
八
七
」
に
改
め
る
。


